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近
世
後
期
瀬
戸
内
海
地
域
に
お
け
る
農
業
技
術
の
一
考
察

|
|
芸
備
地
域
を
中
心
と
し
て
|
|
|

は

め

じ

日
本
近
世
に
お
け
る
農
業
技
術
に
関
す
る
研
究
は
一
地
大
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
近
世
、
各
地
域
で
展
開
す
る
農
業
に
つ
い
て
、
稲
作
単

作
を
特
徴
と
す
る
地
域
、
綿
や
菜
種
な
ど
商
品
作
物
栽
培
の
普
及
を

特
徴
と
す
る
地
域
な
ど
、
各
地
域
ご
と
の
気
候
・
風
土
を
前
提
に
し

つ
つ
、
経
済
・
社
会
状
況
に
適
合
し
た
農
業
が
行
わ
れ
、
特
色
あ
る

農
業
技
術
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
近
世
瀬

戸
内
海
地
域
、
芸
備
地
域
に
お
け
る
農
業
技
術
に
つ
い
て
も
、
地
主

制
論
や
豪
農
研
究
と
の
関
わ
り
で
個
別
事
例
分
析
は
積
み
重
ね
ら
れ

多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
抗
、
瀬
戸
内
海
地
域
に
お
け
る
歴
史
的

特
質
を
、
産
業
技
術
、
と
く
に
農
業
生
産
や
農
業
技
術
か
ら
の
切
り

口
に
よ
っ
て
輪
郭
づ
け
、
体
系
づ
け
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
み
あ

漬

田

敏

彦

(
広
島
経
済
大
学
経
済
学
部
講
師
)

た
ら
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
明
治
期
の
後
半
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
農
業

生
産
力
が
大
き
く
発
展
し
、
全
国
的
な
「
明
治
農
法
」
が
成
立
す
る
。

研
究
史
的
に
は
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
欧
米
農
学
の
導
入
を
上

か
ら
の
「
近
代
化
」
路
線
と
位
置
づ
け
、
「
経
験
主
義
的
」
な
在
来

農
業
技
術
を
圧
倒
し
た
結
果
、
「
明
治
農
法
」
の
生
産
力
水
準
が
実

現
し
た
と
い
う
と
ら
え
方
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
近
世
在
来
の
農
業

技
術
が
中
国
の
農
書
・
農
業
技
術
の
系
譜
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
独
自

の
発
展
を
と
げ
て
お
り
、
明
治
以
降
こ
れ
を
素
地
と
し
て
欧
米
農
学

が
吸
収
さ
れ
て
「
明
治
農
法
」
に
結
実
し
た
と
い
う
と
ら
え
方
、
さ

ら
に
は
、
幕
末
期
の
在
来
農
業
技
術
は
す
で
に
単
な
る
経
験
主
義
を

こ
え
る
科
学
的
思
想
を
有
し
て
お
り
、
欧
米
農
学
の
導
入
は
容
易
に

こ
れ
に
接
続
し
え
た
と
い
う
と
ら
え
方
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
う
ち
、
近
年
、
在
来
農
業
の
も
つ
「
技
術
的
な
多
様
性
」
に

対
す
る
視
点
が
重
要
視
さ
れ
、
独
特
の
土
壌
条
件
、
気
候
な
ど
を
含

ん
だ
地
域
の
「
風
土
」
の
中
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
育
ま
れ
て
き
た

在
来
農
業
の
在
り
方
が
、
「
農
法
」
と
し
て
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
統
一
さ
れ
た
技
術
体
系
が
い
か
に
普
及
し
て
い
く

か
を
追
求
す
る
よ
う
な
作
業
の
一
方
で
、
地
域
ご
と
に
多
様
性
を
持

っ
た
在
来
の
「
農
法
」
を
、
再
度
そ
の
土
地
の
風
土
や
社
会
経
済
的

な
条
件
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が

る
も
の
が
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
近
世
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
地
域
の
農

業
、
と
く
に
農
業
技
術
に
視
点
を
す
え
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
畿
内

を
中
心
と
す
る
先
進
農
業
地
域
か
ら
普
及
す
る
技
術
を
受
容
し
、
そ

れ
に
準
ず
る
発
展
を
遂
げ
た
地
域
と
い
う
評
価
に
止
ま
ら
な
い
、
こ

の
地
域
の
独
自
性
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
改
め
て
問
わ
れ
て

い
る
。そ

の
よ
う
な
研
究
動
向
を
脱
み
つ
つ
、
本
稿
は
、
瀬
戸
内
海
地
域

の
歴
史
的
特
質
の
一
端
を
さ
ぐ
る
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
近
世
瀬
戸

内
海
地
域
の
農
業
生
産
の
展
開
と
農
業
技
術
と
い
う
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
場
合
、
い
か
な
る
分
析
視
角
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
芸
備
地
域
(
安
芸
国
・
備
後
国
)

の
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
一
試
論

で
あ
る
。

一
、
近
世
後
期
芸
備
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
の
展
開

(
1
)
耕
地
条
件
の
地
域
的
特
徴

近
世
農
業
発
展
の
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
耕
地
の
「
大
開

発
」
に
あ
り
、
農
業
技
術
を
考
え
る
基
本
的
前
提
と
し
て
、
労
働
対

象
で
あ
る
土
地
(
農
地
)
の
条
件
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。
芸
備
地
域
に
つ
い
て
い
え
ば
、
安
芸
国
(
広
島
藩
領
)
で
は
、

す
で
に
一
七
世
紀
前
期
、
と
く
に
福
島
氏
改
易
後
に
入
部
し
た
浅
野

氏
の
時
代
か
ら
各
地
で
新
田
開
発
が
推
進
さ
れ
た
。
と
く
に
、
藩
の

干
拓
に
よ
っ
て
佐
伯
・
沼
田
・
安
芸
・
賀
茂
・
豊
田
・
御
調
郡
な

ど
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
や
河
川
流
域
で
着
手
さ
れ
た
大
規
模
開
発
が

目
立
ち
、
新
開
高
の
約
八
九
%
を
占
め
て
い
る
(
表
1
)
。
こ
の
新

開
地
と
高
度
な
商
品
作
物
栽
培
(
綿
作
)
と
の
関
係
は
、
芸
備
地
域

に
お
け
る
農
業
的
特
色
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ

け
、
沼
田
郡
と
安
芸
郡
の
二
郡
で
は
、
太
田
川
デ
ル
タ
の
新
開
地
に

綿
作
が
広
が
り
、
「
木
綿
栽
培
の
業
は
、
藩
内
沿
岸
五
郡
の
南
部
新

開
地
地
、
殊
に
府
下
付
近
の
畑
地
就
中
新
開
地
に
お
い
て
最
も
多
く

之
を
栽
培
す
る
所
た
り
」
と
あ
る
。
こ
の
沿
岸
・
太
田
川
流
域
地
域

は
、
土
壌
的
に
砂
土
も
し
く
は
砂
壌
土
の
乾
燥
し
た
土
で
、
養
分
の

土
壌
吸
収
力
の
強
さ
や
通
気
の
よ
さ
、
く
わ
え
て
謹
瓶
・
排
水
と
も

に
利
便
で
、
良
好
な
綿
を
栽
培
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

同
様
に
、
備
後
国
(
福
山
藩
領
)
で
も
一
七
世
紀
前
期
、
水
野
氏
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安芸固における新田開発・水田率・平均石盛

よγとf冗手口 5年 寛文 4年 手保期

拝領局(石) 新開局(石) 改出荷(石) 水田率(%) 平均石盛(石)
1i: よ「・ →ャ

25，365 5，425 ( 31.3) 5，059 69.3 1.14 Lζ 

hf般f向p p も

m 田 20，822 3，264 ( 18，9) 3，359 66.9 1.06 

御 調 28，472 1.405 ( 8.1) 5，544 54.0 0.89 

豊 回 49，674 533 ( 3.1) 4，785 63.8 0.95 

佐 f白 34，645 2，777 ( 16.1) 2，201 73.1 0.99 

l陸 高 出じi 16.193 379 ( 2.2) 1，113 74.2 1.01 
音s

賀 茂 49，298 2，521 ( 14.6) 3，245 79.5 0.92 
主F全司r 田 42，089 263 ( 1.5) 559 79.7 0.94 

I1J 県 225 ( 1.3) 28，518 1，901 76.6 0.8 

世そ 羅 28，283 207 ( 1.2) 3，272 77.3 0.88 

山 甲 左足 4，513 65.3 0.88 

間
実討 18，156 172 ( 1.0) 740 66.2 0.92 

古文 nJ 17，468 85 ( 0.5) 1，843 53.1 0.71 

音11 上 12，780 28 ( 0.2) 660 62.2 1.00 

次 59.0 0.79 

恵 蘇 35.0 0.81 

一一一一一一 376，500 17，298 (100.0) 34，308 67.5 0.92 

表 1

表113.表123より作成

時
代
を
中
心
に
新
開
地
が
急
増
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
圧
倒
的
割

合
を
占
め
る
深
津
郡
を
中
心
に
、
沼
隈
・
安
那
の
沿
岸
三
郡
で
新
田

高
の
約
九
二
%
を
占
め
て
い
る
(
表
2
)
。
こ
の
地
域
は
、
「
綿
圃
要

務
』
に
も
記
さ
れ
た
綿
作
先
進
地
域
で
、
畑
地
と
田
地
の
両
方
に
綿

が
作
付
け
さ
れ
、
湿
田
で
は
「
壱
反
歩
有
之
候
場
所
之
内
、
其
坪
之

土
ヲ
半
方
江
操
揚
ケ
相
湊
、
高
サ
五
尺
斗
ニ
付
、
綿
作
植
付
、
右
土

ヲ
取
候
跡
ハ
稲
ヲ
植
付
居
候
」
と
あ
る
よ
う
に
掻
揚
田
で
あ
っ
た
。

芸
備
地
域
沿
岸
部
に
お
け
る
新
回
開
発
の
推
進
が
、
綿
を
中
心
と
し

た
商
品
作
物
栽
培
進
展
に
連
関
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
農

業
生
産
に
お
け
る
特
色
の
一
端
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
当
該
地
域
に

お
け
る
農
業
技
術
の
到
達
点
を
表
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
水
利
に
つ
い
て
は
、
藩
主
導
の
濯
瓶
土
木
工
事
や
村
方
・

農
民
の
自
助
努
力
に
よ
っ
て
、
井
手
(
井
堰
)
の
整
備
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
沿
岸
部
・
河
川
流
域
が
農
業
生
産
力
向
上
に
有
利
な
条
件

を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
耕
地
構
成
で
は
、
安
芸

国
の
安
芸
郡
や
沼
田
郡
は
綿
作
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
田
率
は
低

く
、
そ
の
一
方
で
平
均
石
盛
が
高
く
、
備
後
国
で
は
、
深
津
・
沼
隈

の
沿
岸
部
の
水
田
率
は
や
や
低
く
、
平
均
石
盛
が
や
や
高
い
状
況
で

T広島県史』近世 1

あ
っ
た
。

一
方
、
芸
備
地
域
に
お
け
る
内
陸
・
山
間
部
に
お
け
る
新
田
開
発

に
つ
い
て
は
、
地
形
的
な
制
約
も
あ
り
、
沿
岸
部
に
比
し
て
そ
の
開

発
規
模
は
は
る
か
に
零
細
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
中
国
山
地
に
位
置
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備後固における新田開発・水田率・平均石盛

よγと土 冗和 5年 寛文4年 宝永期

郡 局(石) 新田高(石)(%) 荒起高(石) 水田率(%) 平均石盛(石)

沼 隈 19.490 1.011 ( 11.7) 337 51.5 1.03 

序j内合 {架 津 7.694 5.844 ( 68.2) 4.156 58.1 1.09 

安 Jj[) 17.158 1.043 ( 12.1) 2.134 66.6 1.16 
陸

戸 回 14.385 326 ( 3.8) 48.8 89.0 
部

日仁日1 I台 7.849 184 ( 2.1) 1.546 56.7 0.96 
ト一一一

神 152 ( 1.8) lU 石 16.649 85 

間 甲 ま1 8.358 28 ( 0.3) 141 
部 分ト 38.7 0.94 

計 一一一一一一 8.588 (100.0) 64.8 1.02 

表 2

表116.表123より作成

す
る
備
後
国
奴
可
郡
に

あ
る
村
で
は
、
(
現
、

比
婆
郡
東
城
町
域
)

「
村
内
常
畑
少
く
、
柴

山
・
野
山
之
間
々
ニ
切

畠
所
・
荒
地
、
山
打
鍬

と
号
重
百
六
七
百
目
、

四
・
五
百
目
位
成
ル
鉄

鍬
ニ
而
、
傍
輩
寄
り
合
、

芝
木
を
穿
チ
為
畠
所
、

人
夫
凡
壱
反
ニ
五
・
六

拾
人
ニ
而
塊
少
成
る
迄

調
」
え
る
よ
う
な
切
添

え
の
開
墾
が
、
長
期
に

わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
が
、
農

民
の
「
生
存
」
を
か
け

た
再
生
産
維
持
の
た
め

に
行
わ
れ
た
開
発
で
あ

っ
た
と
い
う
一
面
は
否

定
で
き
な
い
が
、
「
見

取
新
聞
」
の
よ
う
な
河

『広島県史』近世 1

川
敷
・
山
林
原
野
な
ど
地
味
の
劣
る
新
開
地
に
お
い
て
、
面
積
丈
量

は
実
施
さ
れ
て
も
石
高
未
設
定
で
低
率
の
年
貢
賦
課
に
と
ど
ま
っ
た

こ
と
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
。
耕
地
条
件
の
整
備
は
、
そ
の
ま
ま
農

民
へ
の
収
益
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
村
落
や
個
々
の

農
民
に
よ
る
自
力
開
墾
の
原
動
力
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
加

え
て
芸
備
地
域
山
間
部
は
、
周
知
の
如
く
有
数
の
鉄
山
地
域
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
鉄
穴
跡
地
の
切
り
崩
し
た
と
こ
ろ
を
均
し
て
畑
に

す
る
か
、
土
砂
を
埋
め
立
て
て
耕
地
化
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
耕
地

開
発
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
点
は
、
地
域
特
殊
産
業
と
農
業
生
産
条
件

が
密
接
に
結
び
つ
い
た
芸
備
地
域
の
大
き
な
特
徴
を
一
不
す
も
の
と
い

え
よ
う
。

水
利
に
つ
い
て
は
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
河
川
流
域
で
あ
れ
ば
大

小
の
井
手
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
山
県
郡
上

殿
河
内
村
・
戸
河
内
村
の
事
例
を
み
る

L
r
上
殿
河
内
村
は
享
保
期

に
大
井
手
が
一
ヶ
所
と
小
井
手
が
ニ
ヶ
所
存
在
し
、
そ
の
後
文
政
期

に
は
、
小
井
手
の
数
は
変
わ
ら
な
い
が
大
井
手
が
三
ヶ
所
に
増
え
て

い
る
。
一
方
、
戸
河
内
村
は
、
享
保
期
に
お
け
る
戸
河
内
村
の
小
井

手
は
九
二
ヶ
所
を
数
え
、
文
政
期
に
は
、
大
井
手
・
小
井
手
と
も
数

が
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
水
者
相
応
一
一
御
座
候
得
共
、
大
川
掛

り
鮮
故
、
照
続
候
節
者
谷
々
出
水
無
之
田
方
干
損
多
」
い
土
地
柄
で

あ
る
た
め
、
戸
河
内
村
で
は
溜
池
が
三
ヶ
所
、
ま
た
、
上
殿
河
内
村

で
も
枝
郷
の
水
は
不
自
由
に
な
り
が
ち
で
溜
池
を
三
ヶ
所
ほ
ど
備
え
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て
い
た
。
溜
池
の
多
さ
は
、
山
県
郡
や
高
宮
郡
の
内
陸
・
山
間
部
で

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
賀
茂
郡
の
よ
う
に
沿
岸
部
に
接
し
つ
つ
も

盆
地
部
が
集
中
す
る
地
域
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
っ
た
。
水
田
率
に

つ
い
て
は
、
内
陸
部
の
「
米
・
雑
穀
地
帯
」
で
あ
る
佐
伯
・
山
県
・

高
田
・
世
羅
郡
な
ど
の
数
値
が
高
く
、
山
間
盆
地
・
奥
地
で
あ
る
一
一
一

次
・
奴
可
・
恵
蘇
郡
な
ど
は
水
田
率
の
み
な
ら
ず
平
均
石
盛
の
数
値

が
低
い
(
表
1
)
。

さ
ら
に
、
芸
備
地
域
を
特
徴
づ
け
る
自
然
条
件
、
す
な
わ
ち
島
興

部
で
は
、
全
般
的
に
耕
地
が
狭
く
開
墾
や
干
拓
に
適
し
た
平
野
部
や

河
川
部
が
少
な
い
と
い
う
、
農
業
生
産
上
不
利
な
条
件
を
も
っ
て
い

た
と
さ
れ
る
。
試
み
に
、
芸
予
諸
島
の
中
心
部
を
し
め
る
大
崎
下
島

の
大
長
村
や
久
比
村
の
事
例
を
み
る
と
、
一
七
世
紀
中
期
以
降
、
大

長
村
の
場
合
、
寛
永
一
五
(
一
六
三
八
)
年
の
耕
地
面
積
を
基
準
指

数
一

O
O
と
す
る
と
、
寛
文
一
一
(
一
六
七
二
年
が
一
一

0
・

六
%
、
元
禄
六
(
一
六
九
三
)
年
が
一
一
一
%
、
久
比
村
の
場
合
、

寛
文
一
一
年
が
一

O
三
・
四
%
、
元
禄
六
年
が
一

O
二
・
五
%
、
宝

暦
一

O
(
一
七
六

O
)
年
が
一

O
九
・
五
%
の
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
地
域
の
耕
地
開
発
は
、
山
側
に
は
進
ま
ず
、
主
に
浜
辺
や
隣
接

す
る
島
興
で
新
開
地
造
成
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
詰
帳
で
把
握
さ

れ
た
耕
地
以
外
に
、
年
貢
率
の
低
い
見
取
田
畑
も
増
加
し
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
九
(
一
八
七
六
)
年
の
地
租

改
正
時
に
は
、
田
畑
宅
地
反
別
の
比
率
が
寛
永
一
五
年
の
面
積
比
で

大
長
村
四
五

0
・
四
%
、
久
比
村
二
八
五
・
九
%
に
激
増
し
て
お
り
、

や
は
り
新
開
地
や
見
取
田
畑
と
し
て
把
握
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
耕
地

が
多
く
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
低
生
産
力
地
と
し

て
の
「
類
外
畑
」
と
い
う
名
目
で
把
握
さ
れ
、
当
該
地
域
の
特
産
と

な
っ
た
桃
の
栽
培
が
は
じ
ま
る
一
九
世
紀
こ
ろ
か
ら
山
林
の
開
墾
に

よ
っ
て
増
加
し
た
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る
c

こ
の
よ
う
に
、
近
世
後

期
に
お
け
る
芸
備
地
域
島
興
部
の
耕
地
開
発
は
、
沿
岸
・
河
川
流
域

部
に
比
し
て
不
利
な
土
地
条
件
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
可

能
な
限
り
耕
地
開
発
を
進
め
、
「
類
外
地
」
な
ど
の
土
地
を
生
ん
で

し
た
。島

興
部
に
お
け
る
濯
蹴
施
設
や
溜
池
の
整
備
も
進
ん
で
い
た
が
、

そ
の
特
徴
と
し
て
は
「
稲
作
杯
者
重
ニ
雨
池
水
を
以
作
」
っ
て
お
り
、

「
素
広
島
方
之
義
故
強
深
谷
も
無
御
座
候
問
、
少
々
照
続
候
得
者
河

原
筋
へ
も
余
り
出
水
等
も
無
御
座
候
、
尤
田
方
へ
水
引
候
井
手
筋
御

座
候
得
共
、
水
気
格
別
ニ
無
之
候
而
夏
分
ニ
至
り
候
得
者
、
不
絶
池

水
引
せ
申
候
」
よ
う
な
状
況
で
、
沿
岸
部
、
内
陸
部
に
比
し
て
用
水

に
お
け
る
溜
池
依
存
度
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
島
棋
に
お
い
て
濯
蹴

用
水
は
整
備
さ
れ
つ
つ
も
、
実
際
に
は
水
田
の
畑
作
地
化
が
進
行
し

て
お
り
、
麦
の
作
付
け
手
順
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
米
作
を
晩
田
作

と
す
る
な
ど
、
麦
作
中
心
の
土
地
利
用
が
行
わ
れ
て
い
た
点
を
特
鍛

と
し
て
指
摘
で
き
る
。

以
上
、
芸
備
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
に
お
け
る
耕
地
条
件
を
中
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心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
基
本
的
に
は
、
米
作
・
商
品
作
物
生
産
と

も
に
高
度
に
展
開
す
る
沿
岸
地
域
、
米
作
を
中
心
に
副
次
的
に
商
品

作
物
生
産
が
展
開
す
る
内
陸
部
・
山
間
部
(
た
だ
し
山
間
奥
地
的
な

恵
蘇
郡
な
ど
は
除
く
)
、
「
不
利
な
」
耕
地
条
件
を
整
備
し
つ
つ
も
用

水
の
問
題
な
ど
か
ら
畑
作
や
田
地
麦
作
に
傾
斜
す
る
島
興
部
と
い
う

分
類
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

(
2
)
農
業
生
産
品
目
と
地
域
的
特
徴

こ
こ
で
は
、
芸
備
地
域
(
広
島
藩
領
)
に
お
け
る
主
要
商
品
を
農

業
生
産
に
限
定
し
て
概
観
し
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
(
表
3
)
。

以
下
、
『
広
島
県
史
」
に
依
り
つ
つ
、
芸
備
地
域
の
近
世
農
業
生
産

の
特
色
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
備
後
国
諸
郡
に
比
し
て
安
芸
国
諸
郡

の
商
品
数
の
方
が
多
彩
で
、
生
産
・
流
通
量
が
上
回
っ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
安
芸
固
と
備
後
固
と
い
う
比
較
で

と
ら
え
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
芸
備
沿
岸
部
諸
郡
と
中
国
山
脈
の
背
梁
地
で
あ

る
内
陸
部
諸
郡
と
い
う
比
較
に
よ
っ
て
、
前
者
の
方
に
多
彩
な
商
品

生
産
が
展
開
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
こ
そ
首
肯
で
き
る
。
沿
岸
部
諸

郡
で
は
新
開
地
を
中
心
に
木
綿
栽
培
(
綿
布
製
織
)
を
は
じ
め
、
裏

作
と
し
て
の
蘭
草
(
畳
表
生
産
)
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
内
陸
部
諸
郡
で
は
畑
地
に
お
け
る
麻
、
煙
草
、
楕
の
栽
培
な

ど
が
行
わ
れ
、
非
常
に
対
照
的
な
産
業
構
造
、
地
域
的
分
業
の
編
成

近世後期における広島藩領の主要販売農産物

字保4 (1719) 文政 8 (1825) 5I:i台冗 (1864) 
'tす正で ~τ日3〉Z? 木綿・密柑 木綿・密柑 木綿・密柑・松茸

沼田 木苧・茄弱玉 大根・人参・藍
木綿・大根・人参・藍里芋
-茄子・西瓜

豊田 煙草
煙草・甘言者・茶大根・蓮根

密柑
亥~・ -桃

佐伯
麻苧・木綿・茄蕩玉密柑・ 麻苧・茶・煙草茄蕩玉・廠

麻苧・茶・香茸
煙草 粉

ZづTJ 

高宮
茄弱玉・荒苧・煙草扱苧・

茶・煙草・麻糸麻布・綿布 里芋・密柑・木綿藍
綿布

賀茂 綿布 煙草 木綿・密柑

品目 荒苧'1)及苧 麻苧・麻布・煙草菜種 麻苧

山県 蒜弱玉・茶 茄菊玉・茶・煙草麻苧・蕨粉 烈茶・麻苧・香茸

御調 拘蕩玉・煙草 大根・煙草・木綿 葉煙草・大根・西瓜密柑

世羅 香茸 布

備
甲奴 畳表

二議 扱苧・煙草 蓮根・茶・蕨粉 布

後
奴 nJ 慨草 香茸 香茸

二上 烈茶 麻苧・煙草 漆渋

二次 香茸 .i奈・麻苧・煙草 晒木綿・藍玉

恵魚禾 香茸・麻苧 布・畳表

表 3

『広島県史』近世 2を加工して作成。
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を
と
げ
て
い
る
と
の
指
摘
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
地
域

の
農
業
技
術
を
分
析
す
る
際
に
、
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
こ
の

地
域
間
格
差
を
、
所
与
の
自
然
条
件
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
い
か
に

総
括
し
て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
新
た
な
視
点
を
も
つ
こ
と
の
意
義
を
改
め
て
強
調
し
た
い
。

ま
た
、
時
系
列
的
に
そ
の
農
業
産
品
を
み
た
場
合
、
一
八
世
紀
初

頭
の
段
階
で
は
、
他
国
売
り
商
品
以
外
は
い
ま
だ
自
給
生
産
の
段
階

に
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
初
頭
以
降
、
藩
の
国
益
政
策
と
も
関
連
し

て
、
諸
商
品
の
販
路
、
流
通
網
の
拡
大
が
あ
り
、
ま
た
幕
末
期
の
開

港
に
よ
る
外
国
貿
易
開
始
な
ど
も
影
響
し
、
商
品
生
産
の
展
開
に
質

的
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
説
得
的
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
が
近

世
後
期
の
瀬
戸
内

海
地
域
に
お
け
る

農
業
技
術
や
農
業

生
産
に
い
か
な
る

影
響
を
与
え
た
か

に
つ
い
て
、
個
別

具
体
的
な
検
討
を

加
え
た
研
究
は
、

管
見
の
限
り
み
ら

れ
な
い
。
こ
の
点

七見閏

図 1

の
分
析
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

次
に
一
九
世
紀
初
頭
、
芸
備
地
域
の
主
要
農
産
物
(
そ
の
加
工
品

も
含
む
)
生
産
と
い
う
視
点
か
ら
、
各
郡
ご
と
に
そ
の
特
産
品
を
一
不

し
な
が
旬
、
そ
の
特
色
を
簡
述
す
る
。
安
芸
国
で
は
、
安
芸
郡
に
お

い
て
木
綿
が
諸
郡
中
最
大
生
産
量
を
示
し
て
い
た
c

沼
田
郡
で
は
、

麻
布
・
藍
な
ど
が
特
産
品
で
、
麻
布
な
ど
は
山
県
郡
そ
の
他
の
麻
苧

を
買
い
集
め
て
加
工
生
産
さ
れ
て
お
り
、
地
域
間
分
業
が
成
立
し
て

い
た
。
ま
た
、
同
郡
で
は
城
下
近
郊
と
い
う
立
地
条
件
か
ら
読
菜
栽

培
も
行
わ
れ
て
お
り
、
沼
田
郡
の
東
原
・
中
調
子
・
温
井
村
の
佐
東

大
根
、
楠
木
・
打
越
・
新
庄
村
の
茄
子
、
沼
田
郡
東
部
の
広
島
人
参

な
ど
が
有
名
で
あ
っ
た
。
佐
伯
郡
は
、
紙
生
産
に
傑
出
し
て
お
り
、

地
椿
を
量
産
し
て
い
た
。
ま
た
、
綿
布
生
産
も
郡
内
の
能
美
島
を
中

心
に
問
屋
制
家
内
工
業
と
し
て
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
能
美
島
な

ど
島
艇
部
で
は
、
そ
の
自
然
条
件
を
利
用
し
て
、
干
鰯
・
鵬
灰
な
ど

を
生
産
し
、
肥
料
と
し
て
大
坂
・
遠
国
へ
販
売
し
て
い
た
が
、
こ
れ

も
当
該
地
域
の
農
業
技
術
と
の
関
わ
り
で
重
要
で
あ
る
。
山
県
郡
で

は
、
大
田
筋
諸
村
を
中
心
に
麻
苧
を
生
産
し
て
扱
苧
の
形
態
で
販
売

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、
宇
治
風
煎
茶
や
番
茶
を
製
し
て
い
た
。

高
官
郡
で
は
、
荒
苧
や
そ
の
加
工
品
で
あ
る
扱
苧
が
生
産
さ
れ
、
そ

の
後
、
幕
末
期
に
か
け
て
、
茶
・
木
綿
・
藍
な
ど
の
商
品
作
物
の
栽

培
が
拡
大
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
高
田
郡
で
は
、
麻
布
・
菜
種
・

煙
草
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
麻
布
は
一
二
篠
川
流
域
諸
村
の
特
産
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で
、
菜
種
は
芸
備
山
間
盆
地
の
吉
田
を
は
じ
め
、
山
手
・
常
友
村
な

ど
可
愛
川
流
域
で
産
出
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
換
金
性
が
高
く
米
作

裏
作
物
と
な
る
菜
種
が
内
陸
部
農
村
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注

目
し
て
お
き
た
い
。
一
方
で
、
内
陸
・
山
間
部
農
村
に
特
徴
的
な
煙

草
が
志
路
村
周
辺
で
栽
培
さ
れ
、
赤
羽
根
煙
草
の
名
で
広
ま
っ
た
と

い、っ。賀
茂
郡
は
、
木
綿
織
り
が
郡
内
農
村
の
農
家
副
業
と
し
て
重
要
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
沿
岸
部
漁
村
が
多
い
た
め
、
山
県
・
高
田
郡
か
ら

麻
苧
原
料
を
移
入
し
て
、
広
・
阿
賀
両
村
を
中
心
に
漁
網
を
製
造
し

て
い
た
。
豊
田
郡
は
島
艇
を
多
く
含
み
、
安
芸
郡
・
賀
茂
郡
に
つ
ぐ

干
鰯
の
産
出
を
誇
っ
た
。
ま
た
、
不
利
な
耕
作
条
件
も
あ
っ
て
、

「
四
、
五
十
年
巳
来
琉
球
芋
追
々
作
り
来
り
、
余
程
飯
料
之
便
足
ニ
」

し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
給
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
浦
福
田
村
の
甘
藷

が
商
品
と
し
て
あ
が
る
な
ど
販
売
に
も
因
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
御
調
郡
で
は
、
備
後
表
が
港
町
尾
道
の
後
背
地
諸
村
で
生
産
さ

れ
、
ま
た
綿
布
と
し
て
因
島
諸
村
で
織
り
出
す
重
井
木
綿
が
特
産
で

あ
っ
た
。
と
く
に
山
中
村
を
中
心
に
製
造
さ
れ
る
三
原
煙
草
は
、
芸

備
地
域
を
代
表
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
向
島
西

村
の
三
原
大
根
な
ど
も
商
品
化
さ
れ
て
お
り
、
三
原
・
尾
道
な
ど
の

町
場
で
販
売
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
奴
郡
や
世
羅
郡
は
、

内
陸
部
に
位
置
し
て
気
温
格
差
が
大
き
く
、
ま
た
交
通
が
簡
便
で
は

な
い
条
件
の
た
め
、
米
作
中
心
で
一
部
を
の
ぞ
い
て
商
品
化
の
展
開

度
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
諮
郡
や
奴
可
郡
も
、
享
保
期
に
は

扱
苧
や
煙
草
が
農
業
加
工
産
品
と
し
て
あ
る
が
、
そ
の
後
目
立
っ
た

農
業
産
品
の
商
品
化
は
み
ら
れ
な
い
。
三
上
郡
は
、
庄
原
村
を
中
心

に
煎
茶
や
麻
苧
・
煙
草
栽
培
が
み
ら
れ
た
。
三
次
郡
は
、
郡
内
諸
村

で
大
麻
を
栽
培
し
扱
苧
に
仕
立
て
て
広
島
・
尾
道
に
向
け
て
販
売
し

つ
つ
、
植
田
村
を
中
心
に
煙
草
の
生
産
も
行
わ
れ
て
い
た
。
恵
蘇
郡

で
は
、
西
条
川
流
域
十
カ
村
を
中
心
に
麻
苧
を
栽
培
し
て
い
た
。

一
方
、
備
後
国
福
山
藩
領
に
お
け
る
状
況
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

(
却
)

あ
っ
た
。
沼
隈
郡
に
お
い
て
は
、
山
間
部
二
六
ヵ
村
で
蘭
作
が
稲
の

裏
作
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
献
上
表
・
御
用
表
・
商
用
表
と
し
て
仕
立

て
ら
れ
た
。
深
津
郡
・
分
郡
は
、
福
山
城
下
近
郊
と
い
う
立
地
条
件

を
生
か
し
た
商
業
的
農
業
が
高
度
に
展
開
し
、
新
開
地
・
畑
地
に
お

い
て
綿
作
栽
培
が
全
村
に
及
び
、
畑
地
綿
作
率
八

O
%を
こ
え
る
村

が
三
カ
村
、
五

O
%
を
こ
え
る
村
も
六
ヵ
村
に
及
ん
だ
。
安
那
郡
で

も
、
郡
内
大
部
分
の
村
で
綿
作
が
行
わ
れ
、
西
国
街
道
の
神
辺
宿
の

存
在
な
ど
交
通
の
至
便
さ
を
背
景
に
、
商
品
作
物
栽
培
、
農
村
手
工

業
の
発
展
度
が
高
か
っ
た
。
品
治
郡
・
芦
田
郡
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の

村
で
も
綿
作
が
行
わ
れ
、
煙
草
の
商
品
化
も
み
ら
れ
た
。
神
石
郡
は

郡
全
域
が
山
間
部
、
起
伏
の
多
い
神
石
高
原
と
い
う
自
然
条
件
も
あ

っ
て
、
煙
草
・
茄
藷
な
ど
の
栽
培
を
中
心
と
し
て
、
商
品
化
も
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
煙
草
は
、
阿
波
国
の
剣
先
種
、
豊
後
国
の
糸
葉
・
柳

葉
、
出
雲
国
の
丸
葉
種
を
移
入
し
て
葉
煙
草
の
製
品
化
に
つ
と
め
て



近世後期瀬戸内海地域における農業技術の一考察71 

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ら
の
農
産
物
生
産
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
自
然
地
理
的
条
件

を
前
提
に
そ
れ
ら
を
利
用
・
応
用
し
、
地
域
間
分
業
に
よ
る
商
品
生

産
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
加
え
る

な
ら
ば
、
綿
栽
培
な
ど
の
よ
う
に
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
藩
の
殖

産
興
業
・
国
益
政
策
と
深
く
関
連
し
つ
つ
、
栽
培
・
品
種
の
改
良
が

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
点
を
さ
ら
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
c

以
上
、
芸
備
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
と
い
う
視
点
に
絞
り
込
ん

で
み
た
場
合
、

a
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
沿
岸
部
諸
郡

1
木
綿
栽
培
地

域
(
佐
伯
・
安
芸
・
賀
茂
・
豊
田
・
御
調
、
沼
隈
・
深
津
・
芦
田
な

ど
て

b
中
国
山
脈
の
背
梁
山
地
を
含
む
内
陸
部
諸
郡

1
麻
苧
・
煙

草
栽
培
地
域
(
山
県
・
高
田
・
双
三
・
恵
蘇
・
三
上
・
奴
可
、
神

石
・
三
諮
な
ど
て

c
広
島
・
福
山
・
三
原
の
各
城
下
町
、
朝
・
尾

道
・
竹
原
・
三
次
・
可
部
な
ど
在
町
と
そ
の
近
郊
諸
郡

1
都
市
需
要

を
見
込
ん
だ
蒜
菜
栽
培
地
域
の
如
く
大
分
類
で
き
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
芸
備
地
域
に
お
け
る
農
業
生
産
・
農
業
技
術
の
問
題
に
切
り

込
む
際
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
木
綿
栽
培
地
域
に
偏
り
が
ち
で

あ
っ
た
従
来
の
研
究
の
方
向
性
を
改
め
、
こ
の
よ
う
な
地
域
分
類
的

な
あ
り
方
を
考
慮
し
つ
つ
、
複
眼
的
に
総
括
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

二
、
近
世
後
期
芸
備
地
域
に
お
け
る
農
業
技
術
の
諸
特
質

(
1
)
農
具
・
肥
料
・
牛
馬

周
知
の
よ
う
に
近
世
の
農
業
生
産
に
お
い
て
、
備
中
鍬
や
千
歯
扱

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
人
力
を
補
助
し
て
労
働
の
生
産
性
を
高
め
る

農
具
の
改
良
・
発
達
は
著
し
く
、
そ
れ
ら
農
具
は
各
地
に
広
ま
り
地

域
の
自
然
環
境
な
ど
に
あ
わ
せ
て
さ
ら
な
る
改
良
が
加
え
ら
れ
た
。

当
該
地
域
に
お
け
る
「
広
島
」
鍬
は
ま
さ
に
そ
の
例
で
あ
り
、
六
本

の
鉄
製
の
歯
を
も
ち
、
真
土
・
砂
地
を
深
く
耕
作
す
る
と
と
も
に
地

な
ら
し
に
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
大
蔵
永
常
の
『
農
具
便
利
論
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
歯
が
鉄
製
で
あ
る
た
め
砕
土
に
能
率
よ
く
、
関

東
地
方
で
鍬
を
左
右
に
動
か
し
な
が
ら
地
な
ら
し
す
る
の
に
か
か
る

時
間
と
比
較
す
る
と
、
「
広
島
」
の
場
合
は
三
分
の
一
で
な
ら
せ
る

と
記
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
石
を
す
く
っ
た
り
荒
砂
を

す
き

掘
る
の
に
便
利
な
福
山
製
の
相
先
鍬
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
先
述

し
た
綿
作
地
帯
で
あ
る
備
後
福
山
地
域
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
も
の

と
想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
千
歯
扱
は
、
畿
内
で
元
禄
年
間
に
発
明
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
福
山
地
方
に
も
伝
播
し
、

一
八
世
紀
中
頃
ま
で
に
芸
備
地
方
に
普
及
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
ふ
r

こ
の
よ
う
な
技
術
伝
達
の
早
さ
は
、
畿
内
の
農
業
「
先
進
」
地
域
と

芸
備
農
村
と
の
地
理
的
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
瀬
戸
内
海
運
を
基
礎

に
し
た
交
通
体
系
や
商
業
体
系
の
あ
り
方
と
深
く
関
わ
る
と
考
え
ら
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れ
、
史
料
的
制
約
は
あ
る
が
、
そ
の
視
点
か
ら
近
世
農
業
技
術
の
実

態
分
析
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
鉄
製
農
具
の
改
良
の
背
景
と
し
て
、
芸
備

地
域
に
お
け
る
産
業
構
造
、
山
間
部
の
た
た
ら
製
鉄
、
鉄
生
産
が
果

た
し
た
役
割
に
深
く
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
時
期
は
下
る
が
、
一

九
世
紀
に
入
る
こ
ろ
、
た
た
ら
製
鉄
地
帯
に
近
接
す
る
三
次
町
で
、

三
次
産
稲
扱
(
千
歯
)
が
生
産
さ
れ
、
藩
は
天
保
五
(
一
八
三
四
)

年
、
各
郡
番
組
を
通
じ
て
各
割
庄
屋
に
対
し
て
、
三
次
産
稲
扱
を
各

(
お
)

村
で
購
入
す
る
よ
う
に
す
す
め
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
は
、
農
業

技
術
の
普
及
が
地
域
の
他
産
業
と
大
き
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
こ

と
、
広
島
藩
の
国
益
政
策
が
芸
備
地
域
の
農
業
技
術
の
発
達
に
重
要

な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
技
術
の
「
伝
達
体
系
」
と
で

も
い
う
べ
き
な
か
で
、
割
庄
屋
(
庄
屋
)
H
豪
農
層
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
り
、

こ
れ
も
当
該
地
域
の
み
な
ら
ず
近
世
農
業
技
術
の
普
及
を
考
え
る
際

に
、
不
可
欠
な
視
点
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
当
該
地
域
に
お
け
る
肥
料
に
関
す
る
特
色
を
指
摘
し
た

い
。
近
世
農
業
生
産
力
上
昇
の
最
大
の
挺
子
と
な
っ
た
の
は
金
肥
で

あ
り
、
単
位
土
地
面
積
当
た
り
に
肥
料
(
と
労
働
力
)
を
投
下
し
て

収
穫
量
増
大
さ
せ
る
の
が
、
近
世
日
本
に
お
け
る
集
約
農
業
の
一
般

的
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
干

鰯
を
多
く
用
い
る
国
々
は
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
・
丹

後
・
播
磨
・
備
前
・
備
中
・
備
後
或
ハ
四
国
、
す
べ
て
綿
を
作
る

(
お
)

国
々
に
用
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
芸
備
地
域
、
と
り
わ
け
備
後
福
山

綿
作
地
帯
で
は
、
干
鰯
を
は
じ
め
と
す
る
金
肥
が
広
く
普
及
し
て
い

た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
先
述
し
た
交
通
・
商
業
体
系
と
の
関
わ
り
、

す
な
わ
ち
瀬
戸
内
海
地
域
が
西
廻
り
航
路
を
中
心
と
す
る
海
運
の
大

動
脈
で
あ
っ
て
多
く
の
中
継
諸
港
を
抱
え
、
と
り
わ
け
備
後
南
部
地

域
は
、
尾
道
港
・
覇
港
な
ど
か
ら
干
鰯
を
は
じ
め
と
す
る
金
肥
が
大

量
に
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
存
在
し
て

い
た
。
陸
揚
げ
さ
れ
る
干
鰯
の
産
地
は
、
瀬
戸
内
海
島
興
部
を
は
じ

め
、
遠
く
長
崎
・
薩
摩
・
天
草
・
筑
前
な
ど
九
州
各
地
、
宇
和
・
土

佐
な
ど
四
国
、
伊
勢
、
関
東
、
山
陰
・
北
陸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

で
あ
っ

b
r
こ
の
よ
う
に
、
綿
作
・
蘭
草
作
を
は
じ
め
と
す
る
芸
備

沿
岸
地
域
に
お
け
る
商
業
的
農
業
生
産
の
進
展
を
考
え
る
と
き
、
気

候
的
・
土
壌
的
要
因
を
必
要
条
件
と
し
つ
つ
も
、
沿
岸
部
の
経
済
的

な
有
利
性
、
と
く
に
海
運
が
果
た
し
た
役
割
を
改
め
て
検
討
し
、
再

評
価
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
内
陸
・
山
間
部
に
お
け
る
金
肥
の
普
及
度
は
、

沿
岸
部
と
比
較
す
れ
ば
相
対
的
に
低
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、

実
態
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
自
給
肥
料
に
つ
い
て

は
、
山
県
郡
を
事
例
に
と
る
と
、
明
治
二
十
四
(
一
八
九
一
)
年
こ

ろ
の
農
事
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
本
郡
ハ
山
間
ニ
僻
在
ス
ル
ヲ
以
テ
肥

料
ヲ
得
ル
ニ
不
便
ナ
ル
ニ
似
タ
リ
ト
難
ド
モ
其
実
然
ナ
ラ
ズ
、
毎
村
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若
ク
ハ
数
村
ニ
共
有
野
山
ア
リ
且
自
家
所
有
ノ
草
山
ア
ル
ヲ
以
テ
、

農
間
生
草
ヲ
刈
リ
乾
燥
シ
テ
肥
料
ト
為
ス
故
ニ
便
利
少
ナ
カ
ラ
ズ
」

(お〕

と
あ
る
。
や
は
り
、
山
間
部
で
は
、
自
生
す
る
草
や
潅
木
の
枝
葉
を

刈
り
取
っ
て
土
中
に
踏
み
込
ん
で
な
ら
し
て
鋤
く
刈
敷
や
、
午
馬
の

糞
尿
や
そ
れ
が
し
み
込
ん
だ
敷
き
わ
ら
な
ど
の
厩
肥
、
さ
ら
に
は
人

糞
尿
な
ど
の
下
肥
な
ど
自
給
肥
料
が
基
本
で
は
あ
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
、
山
県
郡
に
お
い
て
は
、
麻
・
煙
草
な
ど
の
栽
培

が
普
及
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
商
品
作
物
に
対
し
て
金
肥
が
導
入
さ
れ

て
い
た
。
文
政
期
の
山
県
郡
全
体
の
生
産
物
の
銀
額
・
諸
稼
高
な
ど

を
調
査
し
、
差
引
銀
額
を
算
出
し
た
「
他
国
金
銀
出
入
約
メ
帳
」
に

は
、
「
郡
中
田
畑
方
肥
し
ニ
遣
ひ
候
干
鰯
油
玉
代
」
と
し
て
、
お
よ

(
却
)

そ
一
一
八
貫
目
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
期
に
お
け
る
山

県
郡
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
魚
肥
油
粕
等
ノ
如
キ
モ
広
島
市
ヨ
リ

自
在
ニ
購
入
シ
、
加
之
他
郡
ヨ
リ
来
ル
仲
買
人
ニ
就
キ
購
入
ス
ル
ヲ

以
テ
不
便
ヲ
感
ズ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
も
あ
り
、
金
肥
が
か
な
り
豊
富

に
入
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
芸
備

地
域
に
お
い
て
は
、
内
陸
・
山
間
部
に
も
、
相
当
程
度
の
金
肥
が
普

及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
先
述
し
た
農
業
生
産
の
展

開
状
況
に
関
す
る
地
域
的
な
特
色
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
も
の
だ

が
、
金
肥
は
農
業
生
産
の
「
経
済
性
」
に
呼
応
し
て
、
芸
備
地
域
の

ど
の
地
域
に
も
十
分
普
及
し
て
い
く
可
能
性
を
有
し
た
も
の
で
あ

り
、
諸
要
因
に
よ
っ
て
そ
の
普
及
度
は
高
ま
っ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

そ
し
て
そ
の
普
及
度
を
高
め
す
る
も
の
と
し
て
、
輸
送
大
動
脈
と
し

て
の
瀬
戸
内
海
運
と
そ
の
沿
岸
諸
港
と
を
結
節
点
と
し
、
そ
こ
か
ら

派
生
し
て
毛
細
血
管
の
よ
う
に
内
陸
・
山
間
部
へ
と
伸
び
て
い
く
河

川
交
通
の
存
在
は
看
過
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
河
川
交
通

の
広
が
り
と
整
備
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
先
述
の
山
間
部
奴
可
郡
に

お
い
て
も
、
「
然
ル
ニ
南
北
ノ
両
部
ハ
運
送
不
便
ナ
ル
ガ
故
ニ
山
草

(
珂
)

肥
ノ
外
不
便
多
シ
」
と
記
さ
れ
る
地
域
も
存
在
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
指
摘
は
、
逆
に
金
肥
の
普
及
に
お
い
て
河
川
交
通
を
中
心
と
し
た

運
輸
の
問
題
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
訪
併
と
さ
せ
る
c

こ
の

よ
う
な
視
角
で
、
芸
備
地
域
、
ひ
い
て
は
瀬
戸
内
海
地
域
に
お
け
る

農
業
技
術
の
普
及
を
再
分
析
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
芸
備
内
陸
・
山
間
地
域
に
お
け
る
肥
料
の
問
題
を
考
え
る

と
き
、
た
た
ら
製
鉄
の
過
程
で
発
生
す
る
薪
炭
の
灰
な
ど
が
肥
料
に

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
地
域
的
な
特
色
を
一
不
す
も
の
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
和
九
(
一
七
七
二
)
年
、
中
国
山
地
の

鉄
山
地
域
の
一
つ
奴
可
郡
に
お
い
て
、
田
殿
村
庄
屋
与
右
衛
門
と
百

姓
伊
右
衛
門
と
の
間
で
、
相
持
ち
の
山
に
お
け
る
鍛
治
屋
か
ら
の

「
こ
へ
灰
」
に
関
す
る
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
自
ら

購
入
し
た
炭
に
よ
っ
て
運
営
す
る
鍛
治
屋
か
ら
出
た
「
こ
へ
灰
」
の

分
配
を
渋
る
与
右
衛
門
と
、
「
半
分
分
け
」
を
主
張
す
る
伊
右
衛
門

と
の
対
立
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
結
局
、
頭
庄
屋
六
左
衛
門
か
ら
、

庄
屋
与
右
衛
門
が
六
割
、
百
姓
伊
右
衛
門
が
四
割
の
取
り
分
と
す
る
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決
定
が
口
達
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
が
、
こ
こ
か
ら
、
鉄
山
地
帯
に
お

け
る
「
肥
灰
」
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

さ
ら
に
島
旗
部
に
お
け
る
肥
料
の
特
色
を
み
る
。
好
条
件
の
村
を

除
き
島
慎
部
農
村
の
多
く
は
、
地
形
的
制
約
か
ら
「
肥
草
者
至
而
不

自
由
ニ
而
、
牛
馬
飼
草
ニ
も
行
足
不
申
位
之
義
ニ
御
座
候
、
肥
草
之

代
ニ
者
専
海
草
を
取
候
得
共
、
是
も
村
下
沖
合
一
一
者
沢
山
ニ
無
御
座
、

他
所
よ
り
船
一
一
而
積
参
候
を
買
取
候
へ
と
も
、
至
而
高
直
ニ
御
座
候
而

肥
草
者
多
分
得
遣
不
自
・
候
」
と
い
う
よ
う
に
下
草
の
採
草
源
は
乏
し

(
辺
)

か
っ
た
。
そ
の
た
め
海
藻
を
く
さ
ら
せ
施
し
た
り
、
安
芸
郡
江
田
島

の
事
例
の
よ
う
に
「
肥
草
至
而
不
自
由
ニ
付
、
広
嶋
・
尾
道
・
予
州

辺
ニ
而
こ
み
取
又
者
広
嶋
泥
川
ニ
而
泥
杯
積
取
一
一
仕
候
」
と
い
う
よ
う

に
「
ゴ
ミ
船
」
を
仕
立
て
て
遠
方
か
ら
く
る
「
ゴ
、
こ
を
購
入
す
る

(
お
)

な
ど
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
先
述
の
能
美
島
の
よ
う
に

干
鰯
を
生
産
し
て
、
大
坂
や
遠
国
へ
販
売
し
て
い
た
事
例
も
あ
り
、

地
域
農
業
生
産
の
特
色
に
よ
る
金
肥
の
必
要
度
の
差
違
、
地
域
間
分

業
の
あ
り
方
と
金
肥
の
問
題
と
を
体
系
的
に
つ
か
み
つ
つ
、
近
世
農

業
技
術
の
展
開
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
項
の
最
後
に
、
芸
備
地
域
に
お
け
る
牛
馬
に
つ
い
て
も
付
言

し
て
お
く
。
自
給
肥
料
の
供
給
源
で
あ
り
、
農
耕
用
(
運
搬
用
)
と

し
て
の
役
割
を
担
う
午
馬
に
つ
い
て
み
る
と
、
正
徳

1
化
政
期
に
安

芸
・
備
後
両
国
で
は
牛
が
増
加
し
て
お
り
、
一
方
で
馬
は
安
芸
国
人

郡
中
六
郡
で
減
少
、
備
後
国
一
四
郡
の
う
ち
一
二
郡
で
増
加
し
て
い

る
。
一
般
的
に
、
お
も
に
田
畑
の
耕
鋤
や
代
か
き
に
は
牛
が
使
用
さ

れ
、
耕
作
の
能
率
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
一
八

世
紀
以
降
、
畿
内
・
瀬
戸
内
海
沿
岸
・
九
州
北
部
で
午
の
使
役
が
い

っ
そ
う
盛
ん
に
な
る
と
、
中
国
山
地
で
は
牛
の
飼
育
・
交
易
が
興
隆

し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
瀬
戸
内
海
諸
地
域
で
は
、
明
治
二

O
年
頃

よ
り
も
維
新
前
の
方
が
牛
耕
が
普
及
し
て
い
た
が
、
牛
馬
の
飼
料
の

確
保
が
不
便
な
地
域
や
、
「
耕
地
広
ク
シ
テ
多
ク
農
力
を
費
ス
ヘ
キ
」

条
件
に
反
す
る
地
域
で
は
、
「
経
済
上
得
失
相
償
ハ
サ
ル
故
ニ
、
農

午
ヲ
廃
シ
テ
人
耕
ヲ
専
ラ
ト
」
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ

う
に
、
明
治
一
八
年
の
全
国
屠
午
数
六
万
頭
の
う
ち
、
広
島
県
は
一

万
余
頭
で
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
前
年
に
比
し
四
五
パ
ー
セ

ン
ト
増
加
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
近
世
の
芸
備
地
域
に
お
い

て
、
耕
牛
が
耕
作
の
能
率
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
耕
地
条
件
や
農
業
技
術
的
な
諸
要
因
か
ら
、
耕
作
に

お
け
る
技
術
体
系
を
変
化
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
)
農
書
・
農
事
日
誌
類
か
ら
み
る
個
別
経
営
の
農
業
技
術

こ
こ
で
は
、
芸
備
地
域
に
の
こ
る
農
害
・
農
事
日
誌
類
か
ら
、
当

該
地
域
の
個
別
経
営
に
お
け
る
農
業
技
術
の
特
色
を
抽
出
し
た
い
。

ま
ず
、
第
一
章
で
分
類
し
た
も
の
の
う
ち
、

a
瀬
戸
内
海
に
面
し
た

沿
岸
部
諸
郡

1
木
綿
栽
培
地
域
か
ら
、
「
土
屋
家
日
記
」
を
と
り
あ
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(
羽
)

げ
る
。
備
後
国
深
津
郡
市
村
(
現
福
山
市
蔵
王
町
)
な
ど
に
居
住
し
、

周
辺
の
庄
屋
役
を
務
め
る
こ
と
の
多
か
っ
た
豪
農
土
屋
家
は
、
一
人

世
紀
前
後
か
ら
急
速
に
土
地
集
積
を
進
め
て
二

O
町
歩
以
上
の
小
作

地
を
有
す
る
一
方
、
常
に
二

1
一
二
町
歩
程
度
の
自
作
地
を
確
保
し
農

業
経
営
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
自
作
地
で
は
、
稲
作
と
と
も
に
備
後

沿
岸
地
域
最
大
の
商
品
作
物
で
あ
る
綿
作
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
天
保
期
を
へ
て
嘉
永
期
以
降
、
綿
作
の
収
量
平
均
や
反
収
平
均

が
停
滞
・
減
少
傾
向
を
一
不
し
始
め
た
。
背
景
に
は
、
綿
作
価
格
と
労

賃
の
上
昇
・
肥
料
費
高
騰
問
題
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
調
整
の

た
め
綿
作
地
の
縮
小
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
問
、
同
家

の
肥
料
の
使
用
事
例
を
み
る
と
、
文
化
期
こ
ろ
は
干
鰯
中
心
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
肥
料
費
高
騰
を
受
け
て
、
嘉
永
期
こ
ろ
に
は
焼
酎

粕
・
鶏
糞
な
ど
他
の
肥
料
を
導
入
・
併
用
し
て
干
鰯
の
量
を
減
ら
し

た
た
め
、
含
有
窒
素
量
の
減
少
な
ど
肥
培
効
果
の
低
下
を
招
い
て
い

た
。
同
時
期
、
安
芸
国
の
精
農
土
井
家
に
お
い
て
も
、
干
鰯
と
と
も

に
石
灰
・
綿
実
粕
を
併
用
す
る
な
ど
肥
料
高
騰
へ
の
対
応
策
を
と
っ

て
い
た
。
自
作
地
作
付
け
面
積
に
お
い
て
は
、
文
政
期
頃
を
画
期
に
、

次
第
に
稲
作
付
け
面
積
が
綿
作
付
け
面
積
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
、

嘉
永
期
以
降
は
稲
作
が
綿
作
を
圧
倒
し
て
い
っ
た
。

麦
作
に
つ
い
て
は
、
「
瀬
戸
内
海
諸
域
は
、
畿
内
・
九
州
北
部
・

四
国
に
次
い
で
二
毛
作
の
多
い
地
域
」
と
さ
れ
、
土
屋
家
の
居
村
の

市
村
が
属
す
る
深
津
郡
全
体
で
も
平
均
約
六
七
%
の
田
地
二
毛
作
が

文化・文政期における土屋家田地坪作付状況(部分)

文化 5 6 7 8 11 12 l3 文政冗 2 3 

九反場東ノ縄 A O A O f¥ヘノ A 

西ノ縄 A O A O O A O f、「ノ

半田前西縄 O A O A O A O 
中縄 A O A O O O A O 
中町 A O A O O A O 
西中町 O A A A 。

薮ノ下 O O O 「¥ー1ノ

半田奥 O O O O O o ノ
o、 O c一ノ、 O 

水尾田 O O O O a‘ O 「¥¥.J O O A 

秋田屋 。 A O A O O C O oノ A 

山伏端上 。 A O A O O A O 
下 O A A A O A O 

岡山田 O A A C 。 O O A 

表4

「土屋家日記」

行
わ
れ
て
い
た
。

麦
作
の
肥
料
に

も
干
鰯
・
鶏
糞

・
人
糞
尿
・
木

灰
な
ど
を
使
用

し
て
お
り
、
稲

麦
の
作
付
け

順
序
が
招
く
地

力
の
減
退
や
水

稲
収
量
低
下
を

克
服
す
る
間
接

的
地
力
維
持
の

意
図
が
窺
え
た
。

そ
し
て
、
同

企:綿

家
の
農
業
技
術

を
特
徴
づ
け
る

最
大
の
も
の
が
、

そ
の
集
約
的
な

農
業
経
営
と
商

品
生
産
に
適
応

し
た
効
率
的
な

土
地
利
用
形
態

註)0:稲
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で
あ
っ
た
。
同
家
で
は
、
稲
と
綿
を
交
互
に
つ
く
る
田
畑
輪
換
が
行

わ
れ
て
お
り
(
表
4
)
、
商
品
生
産
が
高
度
に
発
達
し
た
瀬
戸
内
沿

岸
地
域
に
適
合
し
た
農
法
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
稲
綿
の
田
畑

輪
換
を
基
本
に
、
麦
類
、
菜
種
、
豆
類
(
と
く
に
空
豆
)
な
ど
の
栽

培
を
は
さ
み
こ
ん
だ
作
付
け
方
式
を
試
み
た
も
の
で
、
作
付
集
積
を

高
め
つ
つ
、
「
い
や
地
」
現
象
な
ど
の
連
作
障
害
を
さ
け
地
力
を
維

持
す
る
と
い
う
効
果
を
も
っ
て
い
た
c

こ
の
田
畑
輪
栽
方
式
は
、
同

家
の
農
業
経
営
の
経
験
か
ら
会
得
さ
れ
た
知
識
や
、
当
時
の
最
高
水

準
の
農
業
技
術
の
伝
達
な
ど
に
よ
っ
て
会
得
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
同
家
で
は
い
く
つ
か
の
小
守
フ
ロ
ッ
ク
が
集

中
し
た
坪
の
中
で
、
効
率
的
な
諸
作
物
の
作
付
け
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
耕
地
を
農
作
業
単
位
と
し
て
、
労
働
力
を
投
下
・

集
中
さ
せ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

一
般
的
に
は
、
近
世
日
本
農
業
は
土
地
生
産
力
の
増
大
が
顕
著
で
、

労
働
生
産
性
は
停
滞
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
作
付
け
単
位
、

農
作
業
単
位
の
対
応
関
係
は
、
同
家
の
農
業
経
営
に
お
い
て
一
定
の

労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

同
家
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
は
、
余
剰
米
・
綿
・
菜
種
・
麦
の
一
部

な
ど
を
中
心
に
販
売
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
自
給
を
目
的

に
栽
培
さ
れ
た
諸
作
物
も
多
種
存
在
し
た
。
こ
の
土
屋
家
に
み
ら
れ

る
農
業
生
産
技
術
は
、
ま
さ
し
く
近
世
後
期
の
瀬
戸
内
海
地
域
沿
岸

部
に
お
け
る
最
高
水
準
を
一
不
し
、
高
度
な
土
地
利
用
形
態
と
商
品
作

物
生
産
化
が
達
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
容
易
に
農
業
生

産
の
自
給
性
を
揚
棄
し
え
な
い
特
徴
も
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
芸
備
地
域
の
内
陸
・
山
間
部
に
あ
る
高
宮
郡
吉
田
町
に

(
却
)

の
こ
る
「
家
業
考
」
に
み
ら
れ
る
農
業
技
術
の
特
色
を
一
不
す
。
同
書

は
、
最
盛
期
五

O
町
歩
近
い
土
地
を
所
有
し
、
二
町
五
、
六
反
程
度

の
自
作
地
を
経
営
し
て
い
た
と
さ
れ
る
多
治
比
村
の
豪
農
古
川
(
丸

屋
)
家
に
よ
っ
て
、
明
和
年
間
(
一
七
六
四

1
一
七
七
二
年
)
に
書

か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
耕
作
技
術
に
と
ど
ま

ら
ず
、
台
所
の
心
得
(
味
噌
・
醤
油
の
つ
く
り
方
、
各
種
漬
物
の
漬

け
方
な
ど
)
、
葬
式
の
出
し
方
に
ま
で
言
及
し
て
お
り
、
年
中
行
事
、

由
民
事
暦
の
か
た
ち
で
子
孫
に
伝
え
た
家
訓
書
的
な
色
彩
を
も
っ
地
域

農
書
で
あ
っ
た
。
「
家
業
考
」
が
記
す
米
・
麦
・
雑
穀
、
特
用
作
物
、

野
菜
な
ど
の
栽
培
法
に
み
ら
れ
る
農
業
技
術
の
う
ち
、
肥
料
に
関
す

る
記
述
は
特
徴
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
肥
料
は
自
給
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
と
く
に
麦
作
用
肥
料
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
た
焼
土
は
、
伐

採
し
た
雑
木
(
柴
木
)
を
ハ
ン
ヤ
(
灰
屋
、
寄
棟
式
ワ
ラ
葺
屋
根
)

に
お
い
て
土
地
と
交
互
に
重
ね
て
慎
焼
さ
せ
て
製
造
し
た
も
の
で
、

当
該
地
域
に
お
け
る
そ
の
施
用
は
、
水
田
裏
作
麦
な
ど
に
お
い
て
一

(
叫
)

九
四

O
年
頃
ま
で
普
及
・
継
続
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

一
方
、
同
家
で
は
屋
敷
近
く
の
苗
代
に
草
肥
・
焼
土
・
下
肥
を
施

し
、
遠
く
の
苗
代
に
は
干
鰯
の
粉
を
施
す
な
ど
、
肥
培
管
理
に
細
か

な
注
意
が
払
わ
れ
て
お
り
、
先
述
の
よ
う
に
自
給
肥
料
が
中
心
な
が
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一
方
で
金
肥
の
使
用
も
み
ら
れ
た
。
農
具
は
翠
先
や
鍬
の
柄

な
ど
の
ほ
か
は
自
給
し
て
お
り
、
藁
細
工
品
や
農
具
類
の
木
製
部
品

は
自
ら
伐
り
出
す
な
ど
し
て
い
た
。
稲
作
に
お
け
る
播
種
量
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
薄
蒔
き
が
進
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
り
、
収
穫
時
期
が

長
い
こ
と
か
ら
、
多
種
類
の
品
種
が
作
付
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
耕
作
暦
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
該
地
域
に
お
け
る
他
の
史
料

な
ど
と
比
較
し
て
も
、
一
八
世
紀
後
半

i
二
O
世
紀
中
頃
ま
で
ほ
と

ん
ど
そ
の
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
恥
「
水
田
で
は

稲
l
麦
、
稲
1

菜
種
、
畑
地
で
は
麦
i
木
綿
ま
た
は
さ
と
い
も
、
夏

小
豆
蕎
麦
ま
た
は
小
麦
の
多
毛
作
を
行
っ
て
お
り
、
土
屋
家
で
み

ら
れ
た
よ
う
な
田
畑
輪
換
に
よ
る
綿
栽
培
を
示
す
記
述
は
な
い
c

し

か
し
、
芸
備
地
域
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
団
地
で
は
稲
と
菜
種
・
麦

と
の
二
毛
作
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
ま
た
畑
地
で
は
間
作
に
よ
る
麦

と
夏
作
物
及
び
蕎
麦
を
組
み
込
ん
で
、
高
い
作
付
集
積
率
を
実
現
す

る
技
術
が
め
ざ
さ
れ
て
い
ね
↑
作
付
期
間
に
つ
い
て
は
苗
代
の
期
聞

が
長
く
、
早
稲
か
ら
晩
稲
ま
で
の
総
作
付
日
数
の
幅
が
大
き
く
、
播

種
か
ら
収
穫
ま
で
一
一
一
一
五

1
一
九

O
日
く
ら
い
で
、
有
薗
正
一
郎
氏

は
こ
れ
を
西
南
日
本
型
に
分
類
し
、
浸
種
量
や
除
草
回
数
な
ど
の
指

標
で
み
る
か
ぎ
り
も
、
芸
備
地
域
内
陸
部
と
し
て
の
地
域
的
特
色
は

大
き
く
出
て
き
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
以
上
み
た
よ
う
な
個
別
経
営
に
お
け
る
農
業
技
術
に
加

え
て
、
地
域
の
技
術
に
つ
い
て
ま
と
め
た
農
書
と
し
て
、
芸
備
地
域

ら・も、

沿
岸
部
に
の
こ
る
宝
永
(
一
七

O
九
)
年
「
賀
茂
郡
竹
原
東
ノ
村
田

畠
諸
耕
作
仕
様
帖
」
の
事
例
を
一
不
す
。
竹
原
東
ノ
村
は
、
緩
や
か
な

賀
茂
川
を
さ
か
の
ぼ
る
谷
底
平
野
に
位
置
し
、
港
町
竹
原
、
竹
原
塩

田
の
後
背
地
農
村
で
あ
っ
た
。
同
史
料
は
、
稲
を
中
心
に
麦
・
綿
・

麻
・
煙
草
、
そ
の
他
の
雑
穀
・
野
菜
類
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

耕
作
の
方
法
を
簡
潔
に
記
し
て
お
り
、
そ
の
高
い
二
毛
作
率
、
集
約

的
農
業
、
商
品
作
物
生
産
な
ど
、
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
瀬
戸
内

地
域
の
農
業
技
術
の
背
景
を
知
り
う
る
貴
重
な
史
料
の
一
つ
で
あ

ヲ

Q
o稲

作
栽
培
技
術
に
つ
い
て
は
、
中
稲
に
比
べ
て
早
稲
・
晩
稲
の
記

述
が
や
や
詳
細
で
、
苗
代
に
施
す
肥
料
は
自
給
肥
料
が
中
心
で
あ
っ

た
。
品
種
は
伊
予
稲
・
喜
作
早
稲
な
ど
の
早
稲
品
種
、
小
谷
原
・
石

堂
・
姫
餅
・
っ
き
包
な
ど
の
中
稲
品
種
、
小
っ
ち
(
源
六
)
・
と
う

せ
ん
・
め
く
ろ
稲
な
ど
晩
稲
品
種
を
使
い
分
け
て
お
り
、
ち
な
み
に

同
時
期
、
同
郡
内
の
切
田
村
「
耕
作
仕
様
帳
」
に
は
、
弥
禄
早
稲
の

早
稲
品
種
、
ひ
め
こ
餅
・
や
は
せ
な
ど
の
中
稲
品
種
、
小
っ
ち
・
藤

千
・
お
ず
ね
な
ど
の
晩
稲
品
種
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
比
較
す
る
と

共
通
す
る
も
の
は
わ
ず
か
二
品
種
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
反
当
播

種
量
は
、
早
稲
・
中
稲
で
八

1
九
升
、
晩
稲
で
一
斗
ほ
ど
で
、
同
時

期
の
関
東
で
は
大
ま
か
に
一
斗

1
一
斗
八
升
、
畿
内
で
は
五
、
六
1

七
升
く
ら
い
の
播
種
量
が
一
般
的
と
さ
れ
る
の
で
、
東
ノ
村
の
播
種

且
一
里
は
そ
の
中
間
的
位
置
づ
け
と
も
い
え
る
。
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肥
料
に
つ
い
て
は
、
柴
草
の
記
載
が
中
心
で
、
ほ
か
に
厩
肥
・
下

肥
な
ど
の
自
給
肥
料
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
期

の
切
田
村
で
は
、
植
付
け
の
際
、
早
稲
に
干
鰯
反
当
七
匁
分
ほ
ど
、

晩
稲
に
一
斗
ほ
ど
金
肥
を
施
す
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
当
該
地
域
で

金
肥
の
使
用
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
播
種
か
ら
収

穫
ま
で
は
一
五

O
H
l
一
九
五
日
く
ら
い
で
、
除
草
作
業
を
み
る
と
、

早
稲
は
植
え
付
け
か
ら
十
四
1
五
日
過
ぎ
か
ら
四
十
日
ま
で
に
三

回
、
中
稲
も
三
回
、
晩
稲
の
除
草
は
植
え
付
け
か
ら
二
十
日

1
四
十

五
日
ま
で
に
二
回
(
切
田
村
で
は
、
早
稲

1
植
付
け
か
ら
三
十
日
程

過
ぎ
て
草
取
り
)
ほ
ど
行
っ
て
い
る
。

商
品
作
物
に
関
し
て
は
、
麻
・
煙
草
な
ど
の
栽
培
方
法
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
と
く
に
煙
草
の
肥
培
管
理
に
関
し
て
は
、
下
肥
・
厩
肥

な
ど
に
つ
い
て
綿
密
に
記
載
し
て
い
る
。
竹
原
東
野
村
の
位
置
す
る

賀
茂
郡
の
隣
接
地
域
は
、
安
芸
国
有
数
の
良
質
煙
草
の
産
地
(
御
調

郡
三
原
)
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
地
域
的
特
色
が
そ
の
記
載
の
厚
さ

に
繋
が
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
史
料
に
は
綿
栽
培
に
つ
い

て
も
簡
述
さ
れ
て
い
る
が
、
干
鰯
な
ど
の
金
肥
の
記
載
が
み
ら
れ
ず
、

ま
た
稲
作
へ
の
干
鰯
施
肥
の
記
載
が
あ
っ
た
同
郡
内
の
切
田
村
で

は
、
綿
栽
培
の
記
載
そ
の
も
の
が
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ち
な

み
に
、
東
ノ
村
で
は
、
麦
に
対
し
て
厩
肥
や
腐
熟
し
た
堆
肥
・
下
肥

を
施
す
と
記
さ
れ
る
が
、
切
田
村
で
は
、
麦
に
干
鰯
を
一
斗
ほ
ど
入

れ
る
と
の
記
載
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
夏
大
豆
・
さ
さ
げ
、
秋
大

豆
・
小
豆
な
ど
を
栽
培
し
、
夏
大
豆
・
さ
さ
げ
の
あ
と
に
蕎
麦
を
植

え
る
な
ど
、
自
給
的
な
作
物
に
関
し
て
も
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
た

点
は
注
目
さ
れ
る
。

以
上
、
本
項
で
述
べ
た
近
世
後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
地
域
の
農

業
生
産
・
農
業
技
術
を
小
括
す
る
。
ま
ず
、
近
世
芸
備
地
域
に
お
け

る
在
来
農
業
技
術
は
土
地
集
約
的
農
業
で
あ
り
、
地
力
の
維
持
・
増

進
、
品
種
改
良
や
多
収
穫
品
種
な
ど
に
対
応
す
る
栽
培
技
術
の
採
用

に
意
を
注
い
で
い
た
。
ま
た
、
肥
料
に
お
い
て
は
肥
料
自
給
の
思
想

を
徹
底
さ
せ
る
一
方
で
、
金
肥
の
効
果
的
な
使
用
も
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
労
働
手
段
と
し
て
の
農
具
の
改
良
な
ど
に
関
す
る
記
述
は

比
較
的
少
な
く
、
鍬
を
中
心
に
若
干
の
記
述
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ

っ
た
。
一
方
で
近
世
農
業
に
お
い
て
従
属
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
労

働
生
産
性
と
か
労
働
の
軽
減
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
「
劇
的
な
」

変
化
を
一
不
す
記
述
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
が
、
部
分
的
で
あ
れ
改
良

を
試
み
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
と
く
に
、
「
土
屋
家
日
記
」
か
ら
窺

え
る
よ
う
な
田
畑
輪
換
や
耕
地
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
化
な
ど
が
、
芸
備
地

域
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
た
と
え
ば
芸
備
地
域
農
書
に
記
載
さ
れ
た
播
種
量
な
ど
を

同
時
期
の
関
東
と
畿
内
の
事
例
と
比
較
し
た
場
合
、
当
該
地
域
の
農

業
技
術
は
、
そ
の
中
間
的
な
位
置
づ
け
に
あ
る
よ
う
に
み
え
た
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
、
「
家
業
考
」
の
焼
土
の
如
き
地
域
的
・
特
徴
的

農
業
技
術
も
指
摘
で
き
、
加
え
て
先
述
し
た
山
間
部
た
た
ら
製
鉄
と
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肥
料
の
関
係
の
如
く
、
芸
備
地
域
産
業
と
の
関
連
で
特
色
が
抽
出
さ

れ
た
。
今
後
の
さ
ら
な
る
芸
備
地
域
農
書
の
掘
り
起
こ
し
と
、
全
国

農
書
と
の
比
較
検
討
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
同
一
郡
内
の
二
つ
の
「
耕
作
仕
様
帳
」
の
比
較
に
み
ら

れ
た
よ
う
に
、
綿
作
を
は
じ
め
商
品
作
物
栽
培
の
実
態
が
窺
わ
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
商
品
作
物
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
金
肥
の

記
載
に
厚
薄
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
農
業
技
術
が
、
村
内
や
地
域
の
技
術
と
し

て
ど
こ
ま
で
「
内
実
化
」
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
が
背
景
に
あ
る

と
考
え
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
世
農
業
技
術
に
つ
い
て
は
、
生

産
者
や
技
術
者
に
よ
る
技
術
伝
播
、
あ
る
い
は
技
術
書
の
刊
行
や
普

及
に
よ
っ
て
発
展
し
、
さ
ら
に
全
国
的
に
平
準
化
し
て
い
く
と
い
う

基
本
椋
が
厳
然
と
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
近
世
農
業
技
術

は
決
し
て
均
一
に
普
及
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
で
構
成
さ
れ
る
「
地
域
性
」
に
よ
っ
て
、
ま

た
経
済
的
な
要
因
を
背
景
と
し
た
「
階
層
性
」
に
よ
っ
て
、
技
術
普

及
の
「
時
間
差
」
、
技
術
普
及
の
「
特
殊
性
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま

た
「
歴
史
的
」
実
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
、
個
別
経
営
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
農
業
技
術
で
は
な
く
、
村
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
た

「
耕
作
仕
様
帳
」
の
よ
う
な
記
述
と
に
、
地
域
諸
条
件
差
を
前
提
と

し
つ
つ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
違
を
生
ん
だ
一
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
現
在
我
々
が
史
料
と
し
て
み
る
農
業
記
録
は
、
意
識
的
な
農

民
の
経
験
の
蓄
積
・
集
大
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
農
民
た
ち
は
、

農
作
業
の
過
程
を
通
じ
て
因
果
関
係
を
確
認
し
、
技
術
と
し
て
定
式

化
し
て
い
く
姿
勢
を
も
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
と
そ
の
農
民

(
農
村
)
を
取
り
ま
く
「
地
域
性
」
、
「
政
治
性
」
、
「
経
済
性
」
、
「
社

会
性
」
な
ど
の
諸
要
因
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
近

世
農
業
技
術
を
検
討
す
る
際
に
、
「
技
術
の
平
準
化
」
と
い
う
基
本

線
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
諸
要
因
を
有
機
的
に
と
ら
え
て
い

く
視
点
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
た
い
。

お
わ
り
に
か
え
て

本
稿
は
、
近
世
瀬
戸
内
海
地
域
、
と
く
に
芸
備
地
域
に
お
け
る
農

業
と
そ
の
技
術
的
諸
特
徴
を
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
き
た
。
以
下
、
重
複
を
怖
れ
ず
、
現
在
の
到

達
点
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
お
わ
り
に
か
え
た
い
。

ま
ず
、
近
世
瀬
戸
内
海
地
域
に
お
け
る
農
業
技
術
の
全
国
的
位
置

づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
当
該
地
域
に
関
す
る
先
行

研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
瀬
戸
内
海
地
域
沿
岸
部
を
畿

内
に
準
ず
る
高
度
な
集
約
的
農
業
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
と
捉
え
る

視
点
で
の
分
析
が
中
心
で
、
内
陸
・
山
間
部
、
島
興
部
な
ど
の
あ
り

方
に
対
す
る
総
合
的
分
析
が
や
や
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
感
は
否
め
な

い
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
地
域
(
芸
備
地
域
)
各
地
に
残
る
地
域
農
書

を
み
る
と
、
商
品
生
産
作
物
栽
培
が
確
認
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
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金
肥
の
記
載
が
希
薄
で
あ
っ
た
り
、
周
辺
地
域
と
の
技
術
的
な
差
違

が
あ
っ
た
り
す
る
状
況
が
散
見
さ
れ
る
な
ど
そ
の
あ
り
方
は
多
様
で

あ
り
、
分
析
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
。

近
世
後
期
瀬
戸
内
海
地
域
(
芸
備
地
域
)
は
、
沿
岸
部
・
河
川
下

流
域
を
は
じ
め
、
島
艇
部
、
内
陸
・
山
間
部
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
地
理
的
・
気
候
的
な
条
件
」
が
凝
縮
さ
れ
、
そ
れ
を
背
景
に
多
様

な
農
業
生
産
が
展
開
し
て
い
た
c

そ
の
よ
う
な
地
域
特
有
の
近
世
農

業
技
術
が
、
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
社
会
に
お
け
る
地
域
間
分
業
が
深
化
す
る
な
か
で
、
自
然
地

理
的
条
件
を
前
提
に
、
そ
れ
を
利
用
・
改
良
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な

商
品
生
産
が
い
か
に
展
開
し
て
い
た
の
か
に
つ
き
、
芸
備
地
域
に
関

し
て
い
え
ば
、

a
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
沿
岸
部
諸
郡
、

b
中
国
山
脈

の
背
梁
山
地
を
含
む
内
陸
部
諸
郡
、

c
広
島
・
福
山
・
三
原
の
各
城

下
町
、
輔
・
尾
道
・
竹
原
・
三
次
・
可
部
な
ど
在
町
と
そ
の
近
郊
諸

郡
な
ど
の
分
類
に
、
島
興
部
を
沿
岸
地
域
か
ら
切
り
離
し
た
あ
ら
た

な
分
類
と
し
て
加
え
、
地
域
の
多
様
な
実
態
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
農

業
技
術
(
個
別
農
業
経
営
)
の
地
域
間
格
差
を
複
眼
的
に
分
析
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
瀬
戸
内
海
地
域
の
農
業
技
術
を
総

括
し
て
全
国
的
な
位
置
づ
け
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
実

証
的
研
究
は
い
ま
だ
し
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
瀬
戸
内
海
地
域
(
芸
備
地
域
)
に
お
け
る
近
世
農
業
技
術

の
実
態
分
析
を
進
め
た
と
き
に
、
そ
れ
が
「
均
こ
に
普
及
し
て
は

い
な
か
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
先
述
し

た
よ
う
に
、
当
該
地

域
に
お
け
る
近
世
農

業
技
術
に
関
す
る
先

行
研
究
で
は
、
お
も

に
瀬
戸
内
沿
岸
部
の

い
わ
ゆ
る
豪
農
層
、

村
落
上
層
農
や
の
ち

の
先
覚
的
な
篤
農
な

ど
、
「
特
化
」
し
た

階
層
の
農
業
技
術
に

関
し
て
分
析
が
す
す

め
ら
れ
、
そ
れ
が
近

世
瀬
戸
内
海
地
域
に

お
け
る
農
業
技
術
と

し
て
提
示
さ
れ
て
き

た
面
が
強
い
。
も
ち

ろ
ん
、
地
域
へ
の
農

業
技
術
の
普
及
に
お

い
て
、
先
進
性
を
も

っ
た
「
受
容
・
先
駆

文化的諸要因

自然的諸要因
一一寸一一

|経由二五云面諸要因|

政治的諸要因

農業生産・農業技術をとりまく諸要因図 2
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(
担
)

層
」
の
存
在
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
技
術
普
及
の
「
時
間
差
・
特
殊
性
」
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
が
存
在
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
地
域
内
格
差
の
検
証
も
求
め
ら
れ

る。
先
進
的
な
近
世
農
業
技
術
が
普
及
し
一
般
化
す
る
(
も
し
く
は
し

な
い
)
際
に
は
、
気
候
・
土
壌
・
地
形
な
ど
の
「
自
然
的
」
諸
要
因
、

交
通
・
階
層
分
化
・
地
域
間
分
業
な
ど
の
「
経
済
・
社
会
的
」
諸
要

因
、
教
育
・
慣
習
・
信
仰
な
ど
の
「
文
化
的
」
諸
要
因
、
藩
法
・
国

益
政
策
な
ど
の
「
政
治
的
」
諸
要
因
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
、
近
世
期
の

各
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
比
重
を
変
え
つ
つ
連
環
し
て
い
る
の
で
あ

る
(
図
2
)
。
近
世
瀬
戸
内
海
地
域
(
芸
備
地
域
)
に
お
け
る
農
業

技
術
を
検
討
す
る
際
、
そ
れ
ら
諸
要
因
の
連
環
を
「
切
り
捨
て
る
」

こ
と
な
き
ょ
う
、
総
合
的
に
分
析
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

狭
義
の
農
業
技
術
は
、
自
然
環
境
や
風
土
の
多
様
性
に
対
応
し
て
、

労
働
主
体
で
あ
る
農
民
が
、
労
働
対
象
で
あ
る
土
地
(
農
地
)
に
対

し
て
、
労
働
手
段
で
あ
る
農
具
・
肥
料
な
ど
で
働
き
か
け
る
こ
と
で

あ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
農
業
技
術
は
そ
れ
の
み
で
成
立
す
る
も

の
で
は
な
く
、
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
環
境
が
強
く
影
響
す
る

と
い
う
視
点
は
、
変
わ
ら
ず
重
要
で
あ
り
重
視
し
た
い
。
そ
の
観
点

か
ら
、
近
世
瀬
戸
内
海
地
域
の
社
会
構
造
の
特
徴
と
し
て
、
塩
業
や

鉄
山
業
を
は
じ
め
と
す
る
非
農
業
人
口
の
存
在
や
進
展
す
る
社
会
的

分
業
の
あ
り
方
と
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
藩
の
国
益
政
策
の
推
進
が
、

近
世
瀬
戸
内
海
地
域
の
農
業
の
あ
り
方
に
与
え
た
影
響
な
ど
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
実
証
的
な
分
析
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
け
で
も
、
芸
備
地
域
を
含
む
近
世
瀬
戸
内
海
地
域
の
農
業
・
農

業
技
術
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
合
、
自
明
の
こ
と
と
し
て
看
過
さ

れ
が
ち
で
あ
っ
た
要
素
と
し
て
、
先
述
し
た
地
域
の
交
通
体
系
と
の

関
連
性
の
問
題
が
あ
る
。
す
で
に
古
島
敏
雄
氏
は
、
近
世
後
期
の
肥

料
の
地
域
差
と
農
業
の
発
展
を
論
じ
た
際
に
、
「
商
品
作
物
の
採
用

は
、
市
場
と
の
結
合
の
可
能
性
と
共
に
開
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ

う
な
点
に
関
心
を
お
い
て
根
本
史
料
を
み
て
ゆ
く
と
、
河
川
舟
運
・

馬
背
運
輸
の
発
展
と
関
連
し
て
使
用
肥
料
の
種
類
は
微
妙
な
差
異
を

呈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
地
域

が
も
っ
交
通
上
・
経
済
上
の
利
便
性
、
す
な
わ
ち
発
達
し
た
瀬
戸
内

海
運
を
大
動
脈
に
河
川
交
通
や
陸
上
交
通
が
と
り
結
ぶ
、
島
興
部
や

内
陸
・
山
間
部
へ
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
と
農
業
生
産
・
農

業
技
術
の
あ
り
方
と
い
う
分
析
視
角
を
も
っ
て
検
討
を
深
め
る
こ
と

は
、
当
面
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

注(
1
)
厄
大
な
先
行
研
究
に
つ
い
て
す
べ
て
付
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

『
古
島
敏
雄
著
作
集
』
(
第
六
巻
、
日
本
農
業
技
術
史
、
一
九
七
五
年
)
、

古
島
敏
雄
「
農
書
の
時
代
」
(
一
九
八
O
年
)
、
岡
光
夫
・
三
好
正
喜

『
近
世
の
白
本
農
業
』
(
一
九
八
一
年
)
、
岡
光
夫
著
『
日
本
農
業
技

術
史
』
(
一
九
八
八
年
)
佐
藤
常
雄
『
日
本
稲
作
の
展
開
と
構
造
』
、
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徳
永
光
俊
『
日
本
農
法
史
研
究
』
(
一
九
九
七
年
)
な
ど
が
近
年
の

研
究
か
ら
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
世
農
業
技
術

の
分
析
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
資
料
集
と
し
て
、
「
日
本
農
主
回
全
集
」

第
I
期
、
『
日
本
農
書
全
集
』
第
E
期
が
あ
る
。

(
2
)
こ
れ
も
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
近
世
安
芸
国
・
備

後
固
の
農
業
技
術
を
概
観
し
た
も
の
に
、
『
広
島
県
史
』
近
世
一

近
世
二
が
あ
る
。
ま
た
、
個
別
農
業
経
営
を
事
例
に
し
つ
つ
芸
備
地

域
の
農
業
の
特
徴
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
後
藤
陽
一
『
安
芸

国
土
井
家
作
帳
の
研
究
』
(
一
九
七
七
年
)
、
有
元
正
雄
「
地
主
制
形

成
期
の
諸
問
題
備
後
南
部
を
中
心
と
し
て
」
(
有
元
正
雄
編

『
近
世
瀬
戸
内
農
村
の
研
究
」
、
一
九
八
八
年
)
、
拙
稿
「
幕
末
期
農

業
生
産
力
と
地
主
富
農
の
経
営
動
向
」
(
同
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
3
)
田
中
学
「
在
来
農
法
と
欧
米
農
学
の
括
抗
」
(
海
野
福
寿
編
『
技
術

の
社
会
史
第
三
巻
、
西
欧
技
術
の
移
入
と
明
治
社
会
』
、
一
九
八
二

年
)

(
4
)
前
掲
「
日
本
農
書
全
集
』
第
I
期
、
第
E
期
な
ど
は
、
そ
の
考
え
方

の
も
と
刊
行
さ
れ
た
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

(
5
)
井
上
甚
太
郎
『
棉
業
論
」
、
一
八
九
五
年
c

(
6
)
『
広
島
県
史
』
近
世
一
、

E

コ一

1
、
一
九
八
一
年
。

(
7
)

『
広
島
県
史
」
近
世
二
、

E

一
1
1
2
、
一
九
八
四
年
。

(
8
)
備
後
南
部
の
綿
作
地
帯
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
掲

(
2
)
有
元
論

稿
に
詳
し
い
c

(
9
)

『
東
城
町
史
」
古
代
・
中
世
・
近
世
資
料
編

E
l
l
l二
八
、
一
九

九
四
年
。

(
叩
)
『
東
城
町
史
』
自
然
環
境
・
原
始
古
代
・
中
世
・
近
世
通
史
編

w
i

三一

4
で
は
、
中
国
山
地
山
間
部
に
お
け
る
鉄
穴
跡
の
耕
地
化
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
(
問
、
一
九
九
九
年
)
。

(
日
)
『
戸
河
内
町
史
』
通
史
編
(
上
)
、
第
五
章
第
一
節
1
、
二

O
O
二
年
。

(
立
)
宣
一
旦
町
史
』
本
文
編
、

E

第
三
章
一

2
、
二

0
0
0年。

(
日
)
『
瀬
戸
田
町
史
』
資
料
編
、
五
二
、
一
九
九
七
年
。

(
比
)
「
瀬
戸
田
町
史
』
資
料
編
、
五
四
、
一
九
九
七
年
。

(
日
)
「
豊
町
史
』
本
文
編
、

E

第
三
章
一

2
、
二

0
0
0
年。

(
日
)
「
広
島
県
史
』
近
世
二
、

E

一

1
、
一
九
八
四
年
。

(
口
)
「
広
島
県
史
』
近
世
二
、

E

一

1
、
一
九
八
四
年
c

(
国
)
『
広
島
県
史
』
近
世
二
、
E
|
一

l
i
-
-
、
一
九
八
四
年
。

(
四
)
「
瀬
戸
田
町
史
』
資
料
編
、
五
一
、
一
九
九
七
年

(
却
)
『
広
島
県
史
」
近
世
二
、

E

一
l
i
1
、
一
九
八
四
年
。

(
幻
)
『
広
島
県
史
」
近
世
二
、

H

一

1
、
一
九
八
四
年
。

(
辺
)
す
で
に
『
広
島
県
史
』
近
世
二
に
お
い
て
、
農
産
加
工
品
も
含
め
た

同
様
の
三
分
類
を
行
っ
て
お
り
、
非
常
に
一
示
唆
的
で
あ
る
。

(
お
)
『
日
本
農
童
回
全
集
』
第
一
五
巻
、
二
ハ
一
頁
、
一
九
七
七
年
。

(
但
)
『
広
島
県
史
』
近
世
二
、
町
一

2
、
一
九
八
四
年
。

(
お
)
『
広
島
県
史
」
近
世
二
、
町
一

2
、
一
九
八
四
年
。

(
お
)
『
農
稼
肥
培
論
』
(
『
日
本
農
書
全
集
」
第
六
九
巻
、
一
九
九
六
年
)

(
幻
)
『
広
島
県
史
』
近
世
二
、

w
一

2
、
一
九
八
四
年
。

(
お
)
『
康
島
際
農
業
発
達
史
』
資
料
編
、
三
八
二
頁
。

(
却
)
『
戸
河
内
町
史
資
料
編
』
(
上
)
、
二
二
五
頁
、
一
九
九
五
年
。

(
却
)
『
鹿
島
牒
農
業
発
達
史
」
資
料
編
、
四
九

O
頁。

(
出
)
「
東
城
町
史
」
備
後
鉄
山
資
料
編
、

I

2

一
一
一
、
一
九
九
三
年
。

(
詑
)
「
瀬
戸
田
町
史
』
資
料
編
五
二
、
一
九
九
七
年
。

(
お
)
『
広
島
県
史
』
近
世
二
、

W
1
一

2
、
一
九
八
四
年
。

(
弘
)
『
広
島
県
史
』
近
世
二
、
町
一

fit-2
、
一
九
八
四
年
。

(
お
)
岡
光
夫
『
日
本
農
業
技
術
史
」
、
八
六
頁
、
一
九
八
八
年
。

(
却
)
前
掲

(
2
)
拙
稿
「
幕
末
期
農
の
業
生
産
力
と
地
主
富
農
の
経
営
動

向
」
、
拙
稿
「
土
屋
家
日
記
解
説
解
題
」
(
「
日
本
農
書
全
集
』
四
四
、

一
九
九
九
年
)
参
照
。
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(
訂
)
後
藤
陽
一
『
安
芸
国
土
井
家
作
帳
の
研
究
』
、
一
九
七
七
年
。

(
招
)
岡
光
夫
『
日
本
農
業
技
術
史
』
、
八
五
頁
、
一
九
八
八
年
。

(
却
)
小
都
勇
二
「
家
業
考
解
説
解
題
」
(
『
日
本
農
書
全
集
』
九
、

人
年
)

0

(
判
)
焼
土
に
関
し
て
は
、
「
農
業
全
書
」
・
「
農
業
蒙
訓
」
(
若
狭
国
)
・
軽

邑
耕
作
紗
」
(
陸
中
)
・
「
農
稼
業
事
」
(
近
江
)
・
「
松
村
家
訓
」
(
能

登
)
・
「
作
も
の
仕
様
」
(
丹
波
)
・
「
耕
作
仕
様
考
」
(
越
中
)
・
「
農
人

定
法
」
(
筑
前
)
・
「
羽
陽
秋
北
水
土
録
」
(
羽
後
)
・
「
農
家
須
知
」

(
土
佐
)
な
ど
の
農
書
類
(
い
ず
れ
も
「
臼
本
農
書
全
集
』
に
収
載
)

に
も
そ
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

(
叫
)
有
薗
正
一
郎
「
「
家
業
考
」
に
み
る
中
国
山
地
西
部
の
水
田
耕
作
法

の
地
域
的
性
格
」
(
『
文
学
論
叢
』
第
七
二
輯
)
。

(
必
)
剖
中
耕
司
「
近
世
農
書
に
あ
ら
わ
れ
た
作
物
の
前
後
作
関
係
と
作
付

集
積
」
(
「
近
世
の
日
本
農
業
』
、
一
九
八
一
年
)
。
田
中
氏
は
、
わ
が

国
農
業
発
展
の
歴
史
を
考
え
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
作
付
集

積
の
増
大
、
多
毛
作
化
の
問
題
を
重
視
し
、
近
世
農
書
の
比
較
を
行

っ
た
。

(
お
)
有
薗
正
一
郎
前
掲
(
H
U
)

論
稿
。

(
叫
)
拙
稿
「
賀
茂
郡
竹
原
東
ノ
村
耕
作
仕
様
帳
解
説
解
題
」
(
『
日
本
農
書

全
集
」
四
一
、
一
九
九
九
年
)
。

(
必
)
徳
永
氏
は
、
大
和
農
法
の
形
成
と
展
開
、
改
良
と
受
容
の
歴
史
的
過

程
を
分
析
す
る
中
で
、
〈
基
盤
整
備
↓
多
肥
↓
深
耕
〉
と
い
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
、
〈
先
駆
層
↓
普
及
層
↓
受
容
層
〉
と
い
う
三
つ
の
局
面

を
提
示
し
て
お
り
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
(
同
『
日
本

農
法
史
研
究
』
)
。

(
剖
)
古
鳥
敏
雄
『
古
島
敏
雄
著
作
集
』
第
六
巻
、
一
九
七
五
年
、
五

O
五

頁
。
付
言
す
る
と
、
古
島
氏
は
、
積
極
的
な
商
品
作
物
栽
培
・
販
売

で
は
な
く
、
自
給
余
剰
分
を
商
品
化
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
金
納
貢

一
九
七

租
の
補
填
に
あ
て
る
よ
う
な
販
売
作
物
の
実
態
に
止
ま
り
、
栽
培
の

拡
大
や
耕
作
法
の
改
善
の
余
裕
も
あ
ま
り
な
い
中
で
、
購
入
肥
料
を

利
用
す
る
よ
う
な
地
域
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
も
市
場
へ
リ
ン
ク
す
る
可
能
性
を
開
い
て

い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
非
常

に
示
唆
に
富
む
指
摘
で
あ
ろ
う
。

※
本
稿
は
平
成
一
三
年
度
広
島
経
済
大
学
研
究
費
助
成
(
特
定
個
人

研
究
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




